
家畜ふん等堆肥における無機態窒素含量の迅速簡易分析法

［要約］家畜ふん等堆肥のアンモニア態窒素及び硝酸態窒素含量は、イオン交換水浸出液

の小型反射式光度計による測定値で推定できる。
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資料名：平成１３年度土壌肥料に関する成績書

［背景・ねらい］

家畜ふん等堆肥は、土づくりの重要な資材として各種作物への有効利用が図られている。

しかしながら、現場使用の家畜ふん等堆肥は製造時期や製造場所並びに副資材の混合割合な

どにより堆肥の品質等にバラツキが大きいため、耕種農家は堆肥の施用法について困惑して

いる。また、家畜ふん等堆肥の成分分析には多くの時間と特殊な設備等が必要になる。

そこで、現場で分析できる無機態窒素含量の簡易分析法を確立する。

［成果の内容・特徴］

１．家畜ふん等堆肥のアンモニア態窒素及び硝酸態窒素含量は、ｐＨ(Ｈ Ｏ)(１：５)及びＥＣ２

(１：１０)測定後のろ液を小型反射式光度計（ＲＱフレックス）で測定することで推定で

きる。

２．家畜ふん等堆肥（ブレムナー蒸留法）のアンモニア態窒素含量（Ｙ）と小型反射式光度計

（ＲＱフレックス）の測定値（Ｘ）には、Ｙ＝０．７４Ｘ－２．０３（Ｒ＝０．８６）と

高い正の相関があり、簡易分析法（ＲＱフレックス法）により家畜ふん等堆肥中のアンモ

ニア態窒素含量を推定できる（表１、図１）。

３．家畜ふん等堆肥（ブレムナー蒸留法）の硝酸態窒素含量（Ｙ）と小型反射式光度計（ＲＱ

フレックス）の測定値（Ｘ）には、Ｙ＝０．１０Ｘ＋５．２６（Ｒ＝０．８８）と高い正

の相関があり、簡易分析法（ＲＱフレックス法）により家畜ふん等堆肥中の硝酸態窒素含

量を推定できる（表１、図２）。

［成果の活用面・留意点］

１．硝酸態窒素含量のＲＱフレックス測定値が３５０ｐｐｍまで精度は高く、それ以上の濃度

ではやや落ちる傾向にある。

２．ＲＱフレックスの測定値を関係式に当てはめて得られたアンモニア態窒素含量、硝酸態窒

素含量は腐熟化に伴い変化するので、家畜ふん等堆肥の品質評価数値として活用できる。



［具体的データ］

表１ ブレムナー蒸留法と簡易分析法（RQﾌﾚｯｸｽ法）との相関

アンモニア態窒素 硝酸態窒素

相関係数 Ｒ ０．８６ ０．８８

（ｎ数） （１８） （１８）

※牛ふん堆肥：１０点、豚ぷん堆肥：７点、鶏ふん堆肥：１点を測定

牛ふん

豚ぷん

鶏ふん

図１ アンモニア態窒素におけるブレムナー蒸留法と

簡易分析法との相関

牛ふん

豚ぷん

鶏ふん

図２ 硝酸態窒素におけるブレムナー蒸留法と

簡易分析法との相関
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